
 
算数科学習指導案 

広島市立○○小学校 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 日時  平成２４年１１月○日 

２ 学年  第３学年○組  

３ 単元名 □を使った式に表そう 

４ 単元の目標 

 ○ 未知の数量を□を用いて表し，関係や場面を式や図に表したり，式を読み取って場面にあらわし

たりすることができるとともに，□にあてはまる数の調べ方を理解する。 

 

５ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 技能 知識・理解 

・未知の数量を□を用

いて表すことで，文脈

の通りに式や図に表せ

るよさに気づき，問題

の解決に用いようとす

る。 

・式は数量の関係や場

面を簡潔に表すものと

して，未知の数量を□

を用いて式に表した

り，図に表すことと関

連づけたりして，数量

の関係を的確にとらえ

ることができる。 

・未知の数量を□を用

いて表すことで，問題

の場面を式や図に表し

たり，式を読み取って

場面に表したりするこ

とができる。 

・未知の数量を□を用

いて表すと文脈通りに

式や図に表せること

や，□にあてはまる数

の調べ方を理解する。 

 

６ 単元について 

（教材観） 

 本単元で扱う□を使った式は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。  

 

 

 

 

  本単元では，未知の数量を□などの記号を用いて表現することにより，文脈通りに数量の関係を立 

式し，□にあてはまる数を調べることができるようにすることがねらいである。 

  加法や減法の意味については，第１学年で合併，増加，求残，求補，求差，求大，求小などの場面 

第３学年 D 数量関係 
（２）数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。 
  ウ 数量を□，△などを用いて表し，その関係を式に表したり，□，△などに数を当てはめて

調べたりすること。 



で理解を図ってきている。さらに，第２学年では，テープ図を手がかりにした逆思考の問題解決を通

して，加法と減法の相互関係について考察してきている。その中で□を用いた式を扱ってきた。□な 
どの記号は，未知の数量を表す記号として用いる場合と，変量を表す記号として用いる場合とに大き

く分けられる。第３学年では，未知の数量を表す記号として用いる場合を中心にして指導し，□など

の記号を用いて立式したり，図に表すことと関連づけたりして，数量の関係を的確にとらえさせるこ

とができるようにする。 
 

 （児童観） 

  本学級の８０％の児童が算数が好きと答え，２０％の児童が好きではないと答えている。好きな理 

由としては，①計算が得意だから，②考えることが好きだから，③楽しいから，④答えがわかるとう 

れしいからなどである。また，好きでない理由としては，①計算が苦手だから，めんどくさいから， 

②テストで１００点が取れないから，③頭を使っていろいろ考えてノートに書かないといけないから 

などである。しかし，どの児童も課題に対しては，とても熱心に取り組むことができる。 

  児童は，加法，減法，の学習を通して簡単な整数に関する加減法の意味理解（合併，増加，求残， 
求補，求差，求大，求小など）はほぼ完成している。また，逆思考の場面の問題解決において，数量

関係のテープ図表示を通して，例えば増加の関係は素材が異なっていても，同じような増加の関係と

してとらえることができるといったように，共通な数量関係を見抜く力も育ちつつある。また，式に

ついては，等号や不等号の学習などを通して，ようやく数量の関係を表すものとして式をとらえる能

力が育ちつつある段階ではあるが，まだまだ児童の中には答えを求めるための計算いう意識が強い。 
本単元に関わる第２学年の「図をつかって考えよう」の学習におけるテープ図を手がかりにした逆

思考のプレテストでは１００％の児童が，問題の数量関係をテープ図に表現することができたり，完

成したテープ図を見て正しく演算決定したりすることができた。また，テープ図を読んで，加減場面

のお話が作れる児童は１８名であった。しかし，未知数を□として場面を式に表せる児童はわずか９

名であった。□を用いて立式しているが，場面通りに立式できていない児童が６名，残りの１８名の

児童は，式は文章問題の答えを出すために書くものという意識が強く，□を使わず，頭の中で答えを

計算し，テープ図を活用して場面通りの式を考えていないようである。 
 

 （指導観） 

  本単元の指導を通して，未知数を□で表した式の理解を図り，数量の関係を簡素・明瞭に表すこと 

ができる式のはたらきに着目させていきたい。さらに，テープ図や言葉の式なども活用しながら，□ 

を用いた式で表すと問題の文脈通りに立式でき，数量関係をとらえやすくなるというよさに気づか 

せ，進んで活用しようとする児童を育てたい。そのために， 

①場面を□を使った式に表す  

②□にあてはまる数を求める 

③式を読む活動 

と段階をおって指導を進めていきたい。 



７ 指導と評価の計画（３時間） 

次 時 ねらい 
評価の観点 

関 考 技 知 主たる評価規準（評価方法） 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

・未知数があっても□を用い

ると，文脈の通りに式にあ

らわせることを理解し，そ

の□にあてはまる数の調べ

方を考える。（本時） 

○ ◎   

・未知数を□とすると，文脈の通りに場

面を式に表せることのよさに気づい

ている。 

・未知数を□として式や図に表し，数量

の関係を的確にとらえている。 

・未知数を□として問題の場面を加減法

や乗法の式に表すことができる。 

 

  （学習活動の観察・ワークシート・

発表） 

２ 

・未知数があっても□を用い

ると，文脈の通りに式にあ

らわせることを理解し，そ

の□にあてはまる数の調べ

方を考える。 

○ ◎  ○ 

３ ・□を用いた式を読み取り，

具体的な場面に表すこと

ができる。 

○  ◎  

・未知数を□とした式を読み取って，具

体的な場面に表すことができる。 

       （発表・ワークシート） 

８ 本時の目標 

 ○ お話を順番通りにたし算の式に表し，□にあてはまる数の調べ方を考える。 

 

９ 算数的活動と言語活動 

 ○ 言葉・数・式・図を用いて考え，説明する活動を通して，伝えあう活動に必要な言葉や手順を共

有化し，互いに学び合う場を多く設定する。 

 

１０ 本時の学習展開 

学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 支援・評価【観点】（評価方法） 

１ ウォーミングアップ 

 ◍既習の加減場面を文脈通り

に式に表す。 

 

２ 問題を読む。 

 

 

 

 

・１８＋６＝２４ 

・３０－１８＝１２ 

 

 
・問題場面に関心をもち，問題   

文通りに立式することをおさ

える。 
    

   ・行事「ゲームラリー」

の問題にすることで意

欲づけさせたい。 

ストラックアウトのおばけボールを３８こ作りま

した。新しいボールを何こか作ったので，ボールは

全部で５０こになりました。 



 ◍めあてを知る。 

 

３ 自力解決をする。（ワークシート） 

 ◍言葉の式や図を使って，式の

表し方を考える。 

 

４ グループで交流する。 

◍どのように考えたか意見交

流をする。 

 

５ 集団解決をする。 
 ◍どのように考えたか，そのわ

けも一緒に説明し合う。 
 

 
 
  

 

   

◍図や式を基に□を求める方

法を考える。 

 

 

６ 適用問題を考える。（ワークシート） 

◍図を基に考える。 

  

 

７ 学習のまとめをする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

・３８＋１２＝５０ 

・３８＋□＝５０ 

・言葉の式・テープ図で考える。 

 

 

 

 

 

・言葉の式にあてはめて考える。 

はじめの数＋作った数＝全部の数 

・３８＋□＝５０ 

・テープ図をかいて考える。 

 はじめの数   買った数 

   ３８こ    □こ 

 

   全部で５０こ 

・図を見ると，５０－３８で□が求められ

る。（ひき算で）１２こ 

・□に１０を入れるとあと２足りないから，

１２。（見当をつけて）１２こ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【考】未知数を□として，式や図

に表し，数量関係を的確にとら

えている。（観察・ワークシート） 

 
・自分の考えを友だちに分かるよ

うに説明させる。テープ図，言

葉の式と式のそれぞれを関連づ

け，統合的にとらえることがで

きるようにさせる。 
 
・問題構造をはっきりさせ，文脈

に沿って立式するとわかりやす

いことに気づかせたい。 
 
 
 
 
 
 
・見当をつけて□を求める活動も

大切にしたい。 
 
 
・本時の問題と同様にテープ図を

使って取り組ませる。チャレン

ジ問題ができる児童には挑戦さ

せる。 
Ａ 文脈通り立式でき，お話と文章題

のちがいがわかる。 

Ｂ 文脈通り立式でき，□の調べ方が

わかる。 

Ｃ 文脈通り立式できない。 

 

お話を順番通りにたし算の式に表そう。 

  

・わからない数があっても，□を使うと，お話の順番通りにたし算の式に表すことができる。 

・□は，図をかいて考えると求めることができる。 



１１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              お話を順番通りにたし算の式に表そう。       適用問題 
 
 
 
 
 ＜考え方＞ 
              ①        ②    ③  
・言葉の式で・・・    はじめにあった数＋作った数＝全部の数 
・テープ図で・・・ 

 
 
はじめの３８こ   はじめの３８こ 作った   全部で５０こ 

□こ 

           （式） ３８        ３８＋□ ３８＋□＝５０ 
                          
 ・ひき算で・・・           答え１２こ 
・見当をつけて・・・         
 

      ＜まとめ＞ 
                

①ストラックアウトのおばけボールを３８こ作りました。 
②新しいボールを何こか作ったので， 
③ボールは全部で５０こになりました。 

１８＋６＝２４ 
    （のお話） 

３０－１８＝１２ 
    （のお話） 

・わからない数があっても，□を使うと，お話の通りに式に表すことができる。 

・□は，図をかいて考えると求めることができる。 



＜ワークシート①＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ワークシート②＞（半折にして・・・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「□を使った式に表そう」             名前（                ） 
 
   めあて  お話を順番通りに式に表そう！                    
 
   
 
 

＜自分の考え＞ 
◍言葉の式やテープ図をもとに考えよう。   

 
（式）                    まとめ 
（言葉の式）             

 
（テープ図） 

 
       答え        
 

 ストラックアウトのおばけボールを３８こ

作りました。新しいボールを何こか作ったの

で，ボールは全部で５０こになりました。 
 

・ 
 
・ 

「□を使った式に表そう」            名前（                ） 
 
＜練習問題＞                  ＜チャレンジ問題＞ 
                     
 
 
 
 
 
 （式）                     （式）             
 
 （テープ図）                  （テープ図）  
   
 
 
  答え                      答え        
                  

 バスにお客が１７人乗っています。 
あとから何人か乗ってきたので，お客

は全部で２４人になりました。 

 学級文庫に本が２６さつありま

す。新しく何さつか買ったので，本

は４５さつになりました。 
 新しく買った本は何さつでしょう

か。 

＜気がついたこと＞ ＜２問やって気がついたこと＞ 


